




要約:  子どもが疾患に罹患した時、病児のきょうだいに精神的問題が生じ、父母は経済

的問題、疲れ、きょうだいの健康への懸念、育児が疎かであることへの心理的負担が大き

かった。 これらの問題は専ら家族内での解決が求められており、保育所、託児所などの

支援は殆ど機能していなかった。病児面会時のきょうだいの託児は医療関係者に必要性が

認識されているが実現は困難で、病院運営のなかの位置付けが必要である。また親の会へ

の支援も有用と考えられた。


